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表表88  所所属属ククララブブ・・ササーーククルル（（年年度度・・性性別別）） 

性別 

あなたは大学のどんなクラブ・サークルに参加していますか。 

合計 体育会 運動系サークル 文化会 文化系サークル 所属なし 無回答 

男

性 

年度 2019 人数 56 46 9 18 76 18 223 

 % 25.1% 20.6% 4.0% 8.1% 34.1% 8.1% 100.0% 

2020 人数 30 13 6 4 85 2 140 

 % 21.4% 9.3% 4.3% 2.9% 60.7% 1.4% 100.0% 

合計 人数 86 59 15 22 161 20 363 

 % 23.7% 16.3% 4.1% 6.1% 44.4% 5.5% 100.0% 

女

性 

年度 2019 人数 62 85 28 23 111 8 317 

 % 19.6% 26.8% 8.8% 7.3% 35.0% 2.5% 100.0% 

2020 人数 30 12 6 5 136 1 190 

 % 15.8% 6.3% 3.2% 2.6% 71.6% 0.5% 100.0% 

合計 人数 92 97 34 28 247 9 507 

 % 18.1% 19.1% 6.7% 5.5% 48.7% 1.8% 100.0% 

合

計 

年度 2019 度数 118 131 37 41 187 26 540 

年度 の % 21.9% 24.3% 6.9% 7.6% 34.6% 4.8% 100.0% 

2020 度数 60 25 12 9 221 3 330 

年度 の % 18.2% 7.6% 3.6% 2.7% 67.0% 0.9% 100.0% 

合計 度数 178 156 49 50 408 29 870 

年度 の % 20.5% 17.9% 5.6% 5.7% 46.9% 3.3% 100.0% 

P<0.001 
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 要約 

  高校生が運動部活動を行うにあたって、保護者の影響力が少なからずあるのではな

いかと考え、Ａ県立Ｂ高等学校運動部活動に所属する生徒 1，2 年生の部員とその保

護者、運動部顧問教諭に対して、運動部活動に対する意識及び実態を明らかにする質

問紙調査を行った。 

調査内容としては、実施種目、平日及び休日の活動時間、平日及び休日の活動日数、

そして運動部活動の楽しさ、目的、悩みなどであり、生徒及び保護者、教員について、

それぞれ調査した。その結果、生徒と保護者について、運動部活動の楽しさや平日及

び休日の適正な活動時間・日数における項目において相関関係がみられるとともに、

「運動部活動を行う目的」と「運動部活動における悩み」について、生徒と保護者に

ついてクロス集計を行い、カイ二乗検定を行ったところ、ほとんどの項目で有意差が

見られたことから、「運動部活動の目的や悩み」について、生徒と保護者の間に連関

性があることがわかった。 

1. はじめに 

  教員の業務内容は、授業をはじめ、

生徒指導、保護者に対する対応などこれ

まで以上に多岐にわたり、複雑化し多忙

を極めている。そこで、運動部活動をど

のように運営したらよいか、その在り方

を考えるうえで、生徒や保護者及び教員

の運動部活動に対する意識及び実態につ

いての調査を行うとともに、その結果か

ら生徒と保護者の親子の関係などについ

て分析していくこととする。 

 

2.  方法 

(1)  調査対象者 

Ａ県立Ｂ高等学校運動部活動に所属す

る生徒 1，2年生の部員とその保護者、そ

して、Ｂ高等学校の運動部顧問教諭（部活

動種目は、陸上、水泳、サッカー、テニス、

バレーボール、バスケットボール、ハンド

ボール、野球、バドミントン、弓道、ラグ

ビー、ダンス、チアリーディング、その他）

に対して質問紙調査を行った。 

それぞれの人数は、生徒数 750 人（内

訳 1年生男子 174人、1年生女子 226

人、2年生男子 137人、2 年生女子 213

人）、顧問教諭数 35 人（男性 25 人、女

性 10 人）、保護者 986 人（男性 493 人、

女性 493 人）であった。 

(2) 調査期間及び調査方法 

令和２年１月 20日（月）～令和 2年１

月 27 日（月）に部活動の顧問教諭より、

生徒とその保護者の質問紙を封筒に入れ

て生徒に手渡し、回答後顧問教諭に封書

したものの回収を依頼した。 

また、運動部活動以外の生徒について

は、各担任の教員よりアンケート用紙を

配布・回収してもらった。顧問教諭につい

ては、それぞれ封筒に入れて手渡し、回答
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後封書した上で回収した。 

なお、解答用紙には、番号をつけて、生

徒と保護者のひも付けを行ったが、個人

が特定されないよう配慮して実施した。 

また、調査に際しては、研究倫理綱領に

従い実施した。 

 

(3) 調査内容 

 調査内容については、スポーツ庁が行

った平成 29 年度「運動部活動等に関す

る実態調査」（以下国の調査とする）の

調査項目から生徒・保護者・教員に対し

て「実際の平日及び休日の活動時間・活

動日数、運動部活動の目的、運動部活動

における悩み、平日及び休日の適正な活

動時間・活動日数」を参考にした。ま

た、平成 25 年に神奈川県教育委員会で

行った「中学校・高等学校生徒のスポー

ツ活動に関する調査」（以下神奈川県調

査とする）についても合わせて参考にし

て質問項目を作成した。11））22））33）） 
調査実施にあたっては、Ｔ大学の学生

を対象に予備調査を行い、調査項目の検

討を行った上で実施した。 

生徒については、はじめに属性を聞

き、運動部活動への加入の有無を尋ね、

加入していない生徒については、保護者

の高校生の時の運動部活動への加入状況

を調査した。 

これは、保護者の高校時代の活動歴が

子どもに対して影響があるかを調べるた

めに行ったものである。以降は、運動部

活動に加入している生徒を対象として調

査を行った。 

 次に、運動部活動の実施状況として、

実施種目、平日及び休日の活動時間、平

日及び休日の活動日数、そして、運動部

活動の楽しさ、目的、悩みについて、調

査した。目的と悩みについては、それぞ

れ２つずつ回答させた。 

そして、適正な活動時間と日数につい

て、平日と休日にそれぞれ分けて調査を 

行った。 
保護者について、はじめに属性を聞

き、次に高校生の時の運動部活動への加

入の有無を尋ね、加入していた保護者に

ついては、その種目を調査した。 

次に、自分の子どもの運動部活動の実

施状況について、実施種目、平日及び休

日の活動時間、平日及び休日の活動日

数、そして、保護者として子どもが行っ

ている運動部活動が楽しく見えるか、保

護者としての運動部活動の目的、悩みに

ついて、調査した。 

なお、目的と悩みについては、それぞ

れ２つずつ回答させた。 

そして、保護者としての適正な活動時

間と日数について、平日と休日にそれぞ

れ分けて調査を行った。 
教員については、はじめに属性を聞き、

次に高校生の時の運動部活動への加入の

有無を尋ね、加入していた教員について

は、その種目を調査した。 

次に、平日及び休日の活動時間、平日

及び休日の活動日数、そして、教員とし

て生徒たちが行っている運動部活動が楽

しく見えるか、教員として運動部活動を

指導する目的、悩みについて調査した。 

なお、目的と悩みについては、同じよ

うにそれぞれ２つずつ回答させた。 

また、教員においては、指導する上で

の改善点について調査した。 

そして、教員として、指導する上で適

正な活動時間と日数について、平日と休

日にそれぞれ分けて調査を行った。 
     

(4) 回答者数 

生徒においては、生徒数 750 人（内訳 1

年生男子 174 人、1 年生女子 226人、

2 年生男子 137人、2年生女子 213
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後封書した上で回収した。 

なお、解答用紙には、番号をつけて、生

徒と保護者のひも付けを行ったが、個人

が特定されないよう配慮して実施した。 

また、調査に際しては、研究倫理綱領に

従い実施した。 

 

(3) 調査内容 

 調査内容については、スポーツ庁が行

った平成 29 年度「運動部活動等に関す

る実態調査」（以下国の調査とする）の

調査項目から生徒・保護者・教員に対し

て「実際の平日及び休日の活動時間・活

動日数、運動部活動の目的、運動部活動

における悩み、平日及び休日の適正な活

動時間・活動日数」を参考にした。ま

た、平成 25 年に神奈川県教育委員会で

行った「中学校・高等学校生徒のスポー

ツ活動に関する調査」（以下神奈川県調

査とする）についても合わせて参考にし

て質問項目を作成した。11））22））33）） 
調査実施にあたっては、Ｔ大学の学生

を対象に予備調査を行い、調査項目の検

討を行った上で実施した。 

生徒については、はじめに属性を聞

き、運動部活動への加入の有無を尋ね、

加入していない生徒については、保護者

の高校生の時の運動部活動への加入状況

を調査した。 

これは、保護者の高校時代の活動歴が

子どもに対して影響があるかを調べるた

めに行ったものである。以降は、運動部

活動に加入している生徒を対象として調

査を行った。 

 次に、運動部活動の実施状況として、

実施種目、平日及び休日の活動時間、平

日及び休日の活動日数、そして、運動部

活動の楽しさ、目的、悩みについて、調

査した。目的と悩みについては、それぞ

れ２つずつ回答させた。 

そして、適正な活動時間と日数につい

て、平日と休日にそれぞれ分けて調査を 

行った。 
保護者について、はじめに属性を聞

き、次に高校生の時の運動部活動への加

入の有無を尋ね、加入していた保護者に

ついては、その種目を調査した。 

次に、自分の子どもの運動部活動の実

施状況について、実施種目、平日及び休

日の活動時間、平日及び休日の活動日

数、そして、保護者として子どもが行っ

ている運動部活動が楽しく見えるか、保

護者としての運動部活動の目的、悩みに

ついて、調査した。 

なお、目的と悩みについては、それぞ

れ２つずつ回答させた。 

そして、保護者としての適正な活動時

間と日数について、平日と休日にそれぞ

れ分けて調査を行った。 
教員については、はじめに属性を聞き、

次に高校生の時の運動部活動への加入の

有無を尋ね、加入していた教員について

は、その種目を調査した。 

次に、平日及び休日の活動時間、平日

及び休日の活動日数、そして、教員とし

て生徒たちが行っている運動部活動が楽

しく見えるか、教員として運動部活動を

指導する目的、悩みについて調査した。 

なお、目的と悩みについては、同じよ

うにそれぞれ２つずつ回答させた。 

また、教員においては、指導する上で

の改善点について調査した。 

そして、教員として、指導する上で適

正な活動時間と日数について、平日と休

日にそれぞれ分けて調査を行った。 
     

(4) 回答者数 

生徒においては、生徒数 750 人（内訳 1

年生男子 174 人、1 年生女子 226人、

2 年生男子 137人、2年生女子 213

人）のうち、全体で 586人（内訳 1 年

生男子 134人、1年生女子 183人、2年

生男子 98人、2 年生女子 171 人）78.1％

の回答率であった。また、運動部活動加

入生徒については 458人に対して 405人

の回答数 88.4％の回答率であった。 

保護者については、運動部活動加入生徒

数 458人の保護者に対して調査を行った

ところ、男性 96人、女性 378 人、計 474

人、内 79人が両親で回答を行っている

ことから、395 件の回答数で 86.2％の回

答率があった。 

また、顧問教諭については、35人中 35

人 100％の回答率であった。 

 

3.  調査結果 

(1) 生徒の集計結果 

 はじめに、運動部活動の実施状況につ

いて尋ねた。 

問１として「運動部活動の種目」につい

て尋ねたところ、405 人の回答数があり、

内訳は、陸上 26 人、水泳 10 人、サッカ

ー43 人、テニス 25 人、バレーボール 15

人、バスケットボール 36人、ハンドボー

ル 29人、野球 20人、バドミントン 12人、

弓道 28人、ラグビー23人、ダンス 126人、

チアリーディング 10 人、その他 2人であ

った。 

図 1 運動部活動の種目（生徒） 

次に、問２として「平日における 1 日

の活動時間」を見てみると、図２にあるよ

うに、２～3 時間が 52.5％と最も多く、

これは、国の調査（47.0％）や神奈川県調

査（43.9％）も最も多い結果であった。次

いで１～2 時間が 42.6％と多くなってい

る。 

問３として、「休日における 1 日の活動

時間」を見てみると、図 3にあるように、

1 時間未満が 34.8％と最も多い結果とな

ったが、これは、選択肢に「なし」がなか

ったためであり、実際には「活動していな

い」と思われる。次いで３～4 時間が

32.8％と多くなっている。 

問４では、「１週間のうち平日の活動日

数」を見てみると、図 4にあるように、４

日が 79.3％と大半を占めており、（国の調

査では 5日が 63.3％と最も多い）次いで、

3日 14.3％と多くなっている。 

問５では、「1 週間のうち休日の活動日

数」を見てみると、図 5にあるように、2

日が 38.2％と最も多く、次いで、なしが

33.0％と多くなっている。 

図２ 平日における１日の活動時間（生徒） 

図３ 休日における１日の活動時間（生徒） 

1時間未

満, 1.5%

1時間～2時

間, 42.6%

2時間～3時

間, 52.5%

3時間以

上, 3.5%

平日における1日の活動時間（生徒）
n=404

1時間未満, 

34.8%
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1.0%
2時間～3時
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3時間～4時間, 

32.8%

4時間以上, 
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休日における1日の活動時間（生徒）
n=402
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図４ 一週間のうち平日の活動日数（生徒） 

図５ 一週間のうち休日の活動日数（生徒） 

次に、問６として「運動部活動は楽しい

か」と尋ねてみると、図 6 にあるように

「楽しい」が 64.3％、「どちらかといえば

楽しい」 27.2％と両者を合わせると

91.5％（神奈川県調査 85.7％）とほとん

どの生徒が運動部活動は楽しいと感じて

いる。 

図６ 運動部活動は楽しいか（生徒） 

そして、問７では、「運動部活動を行う

目的」について（２つまで）尋ねてみると、

図 7 にあるように「仲間づくり」が 26.0％、

次いで「スポーツそのものを楽しむ」

23.2％、「生活を楽しく豊かにする」

19.3％と多くなっており、本来、スポーツ

は勝敗や出来栄えを競うものであるが、

「勝つ喜びを味わう」については、6.2％

と選択肢 6 つの中で最も少ない状況であ

った。そして、問８では、「運動部活動に

おける悩み」について（２つまで）尋ねて

みると、図 8 にあるように「勉強する時

間がない」が 18.6％と最も多く、次いで

「上手にならない」15.4％、「休みが少な

い」が 13.9％と多くなっている。 

図７運動部活動を行う目的（生徒）２つまで 

図８運動部活動における悩み（生徒）２つまで 

次に、運動部活動について、適正な活動

について尋ねた。 

はじめに、問 1 として、「平日における

1 日の適正な活動時間」を見てみると、図

9 にあるように、１～2時間が 50.7％と最

も多く、（国の調査 41.3％、神奈川県調査

49.0％と最も多い）次いで、２～3時間が

44.8％と多くなっている。 

問２として、「休日における 1 日の適正
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図４ 一週間のうち平日の活動日数（生徒） 

図５ 一週間のうち休日の活動日数（生徒） 

次に、問６として「運動部活動は楽しい

か」と尋ねてみると、図 6 にあるように

「楽しい」が 64.3％、「どちらかといえば

楽しい」 27.2％と両者を合わせると

91.5％（神奈川県調査 85.7％）とほとん

どの生徒が運動部活動は楽しいと感じて

いる。 

図６ 運動部活動は楽しいか（生徒） 

そして、問７では、「運動部活動を行う

目的」について（２つまで）尋ねてみると、

図 7 にあるように「仲間づくり」が 26.0％、

次いで「スポーツそのものを楽しむ」

23.2％、「生活を楽しく豊かにする」

19.3％と多くなっており、本来、スポーツ

は勝敗や出来栄えを競うものであるが、

「勝つ喜びを味わう」については、6.2％

と選択肢 6 つの中で最も少ない状況であ

った。そして、問８では、「運動部活動に

おける悩み」について（２つまで）尋ねて

みると、図 8 にあるように「勉強する時

間がない」が 18.6％と最も多く、次いで

「上手にならない」15.4％、「休みが少な

い」が 13.9％と多くなっている。 

図７運動部活動を行う目的（生徒）２つまで 

図８運動部活動における悩み（生徒）２つまで 

次に、運動部活動について、適正な活動

について尋ねた。 

はじめに、問 1 として、「平日における

1 日の適正な活動時間」を見てみると、図

9 にあるように、１～2時間が 50.7％と最

も多く、（国の調査 41.3％、神奈川県調査

49.0％と最も多い）次いで、２～3時間が

44.8％と多くなっている。 

問２として、「休日における 1 日の適正
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11.5%
18.6%
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な活動時間」を見てみると、図 10 にある

ように、２～3時間が 44.7％と最も多く、

次いで、３～4 時間が 25.6％と多くなっ

ている。 

問３として、「1 週間のうち平日の適正

な活動日数」を見てみると、図 11 にある

ように、4 日が 67.9％と最も多く、次い

で、3日が 23.9％と多くなっている。 

問４として、「１週間のうち休日の適正

な活動日数」を見てみると、図 12 にある

ように、1 日が 61.2％と最も多く、次い

で「なし」が 21.6％と多くなっている。 

図９ 平日における１日の適正な活動時間(生徒) 

図 10 休日における 1日の適正な活動時間(生徒) 

図 11 1週間のうち平日の適正な活動日数(生徒) 

 

図 12一週間のうち休日の適正な活動日数(生徒) 

(2) 保護者の集計結果 

はじめに、「保護者の属性」について尋

ねたところ、問１「年齢」については、40

代が 64.7％と最も多く、次いで 50 代が

30.7％、30 代が 3.8％の順に多くなって

いる。 

また、問 2性別は、男性が 20.3％、女

性が 79.7％であり、両親で回答した保護

者は、16.6％であった。 

次に、問 3「高校生の時に運動部活動に

加入していたか」を尋ねたところ、56.4％

が加入しており、43.6％加入していなか

った。そして、運動部活動に加入していた

保護者に、「実施種目」について尋ねたと

ころ、図 13 にあるように、テニスが

23.2％、バスケットボールが 14.4％、バ

レーボールが 10.6％、陸上が 8.7％の順

に多かった。 

図 13高校生の時の実施種目（保護者） 
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次に、子どもの運動部活動の実施状況

について尋ねたが、この調査項目につい

ては、生徒と同様である。 

はじめに、問１として「平日における 1

日の活動時間」を見てみると、２～3時間

が 56.4％と最も多く、次いで１～2 時間

が 38.9％と多い。 

次に、問 2 として「休日における 1 日

の活動時間」を見てみると、３～4時間が

32.3％と最も多く、次いで、1 時間未満が

31.1％と多い。 

問３として「１週間のうち平日の活動

日数」を見てみると、４日が 74.8％と大

半を占めており、次いで、3 日 14.4％と

多い。 

問４として「1週間のうち休日の活動日

数」を見てみると、2 日が 41％と最も多

く、次いで、なしが 31.4％と多い。 

次に、問５として「運動部活動は楽しそ

うか」と尋ねてみると、図 14にあるよう

に「楽しそう」が 67.9％、「どちらかとい

えば楽しい」27.9％とほとんどの保護者

が子どもの活動を楽しそうだと感じてい

る。 

図 14運動部活動は楽しそうか（保護者） 

また、問６として「運動部活動を行わせ

る目的」について（２つまで）尋ねてみる

と、図 15にあるように「自主性・協調性・

責任感など人間形成」が 27％と最も多く、

次いで「仲間づくり」が 26.3％、「スポー

ツそのものを楽しむ」17.8％と多くなっ

ており、スポーツを通じた人間形成や仲

間づくりが運動部活動を行わせる目的と

なっている。「勝つ喜びを味わう」につい

ては、3.3％と生徒以上に低い比率になっ

ている。 

そして、問７として「運動部活動におけ

る悩み」について（２つまで）を尋ねてみ

ると、図 16にあるように「勉強する時間

がない」が 25.6％と最も多く、次いで「休

みが少ない」が 13.3％、「生徒同士の人間

関係」が 10.3％と多くなっている。 

 

図 15 運動部活動を行わせる目的（保護者） 

  （2つまで） 

図 16運動部活動における悩み（保護者）2つまで 

 

次に、運動部活動について、適正な活動

について尋ねた。 
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運動部活動における悩み（保護者） n=562
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次に、子どもの運動部活動の実施状況

について尋ねたが、この調査項目につい

ては、生徒と同様である。 

はじめに、問１として「平日における 1

日の活動時間」を見てみると、２～3時間

が 56.4％と最も多く、次いで１～2 時間

が 38.9％と多い。 

次に、問 2 として「休日における 1 日

の活動時間」を見てみると、３～4時間が

32.3％と最も多く、次いで、1 時間未満が

31.1％と多い。 

問３として「１週間のうち平日の活動

日数」を見てみると、４日が 74.8％と大

半を占めており、次いで、3 日 14.4％と

多い。 

問４として「1週間のうち休日の活動日

数」を見てみると、2 日が 41％と最も多

く、次いで、なしが 31.4％と多い。 

次に、問５として「運動部活動は楽しそ

うか」と尋ねてみると、図 14にあるよう

に「楽しそう」が 67.9％、「どちらかとい

えば楽しい」27.9％とほとんどの保護者

が子どもの活動を楽しそうだと感じてい

る。 

図 14運動部活動は楽しそうか（保護者） 

また、問６として「運動部活動を行わせ

る目的」について（２つまで）尋ねてみる

と、図 15にあるように「自主性・協調性・

責任感など人間形成」が 27％と最も多く、

次いで「仲間づくり」が 26.3％、「スポー

ツそのものを楽しむ」17.8％と多くなっ

ており、スポーツを通じた人間形成や仲

間づくりが運動部活動を行わせる目的と

なっている。「勝つ喜びを味わう」につい

ては、3.3％と生徒以上に低い比率になっ

ている。 

そして、問７として「運動部活動におけ

る悩み」について（２つまで）を尋ねてみ

ると、図 16にあるように「勉強する時間

がない」が 25.6％と最も多く、次いで「休

みが少ない」が 13.3％、「生徒同士の人間

関係」が 10.3％と多くなっている。 

 

図 15 運動部活動を行わせる目的（保護者） 
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次に、運動部活動について、適正な活動

について尋ねた。 
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はじめに、問１として「平日における 1

日の適正な活動時間」を見てみると、図 17

にあるように、２～3 時間が 53.5％と最

も多く（国の調査 45.9％と最も多い）、次

いで、１～2 時間が 44.6％と多くなって

いる。 

次に、問２として「休日における 1 日

の適正な活動時間」を見てみると、図 18

にあるように、２～3 時間が 37.7％と最

も多く、次いで、３～4 時間が 35.6％と

多くなっている。 

また、問３として、「1 週間のうち平日

の適正な活動日数」を見てみると、図 19

にあるように、4日が 69.9％と最も多く、

次いで、3日が 19.2％と多くなっている。 

最後に問４として「１週間のうち休日

の適正な活動日数」を見てみると、図 20

にあるように、1日が 59.8％と最も多く、

次いで 2日が 21.8％と多くなっている。 

図 17平日における 1日の適正な活動時間（保護者） 

図 18休日における 1日の適正な活動時間（保護者） 

 

 

 

 

図 19一週間のうち平日の適正な活動時間（保護者） 

図 20一週間のうち休日の適正な活動日数（保護者） 

(3) 生徒と保護者の関係 

 運動部活動を行うことについて、生徒

と保護者の親子関係が何かしらの影響が

あると考えていたことから、その関係性

について分析することとした。44）） 

 そこで、表１「運動部活動の楽しさ」、

表２「平日及び休日の運動部活動の適切

な活動時間や活動日数」について、生徒と

保護者の関係を見てみると、相関係数は、

いずれも１％水準で有意差があることか

ら、相関関係があることがわかった。 

また、「運動部活動を行う目的」と「運

動部活動における悩み」について、生徒と

保護者についてクロス集計を行い、カイ

二乗検定を行ったところ、「運動部活動を

行う目的」のうち表 3～6の「仲間づくり」、

「「楽しむため」、「生活を楽しく豊かにす

る」「勝つ喜びのため」は 0.1％水準、表

8「人間形成のため」は１％水準で有意差

があった。また、「運動部活動における悩

み」については、表 9～14「練習時間が長

い」、「休みが少ない」、「上手にならない」、

「指導者の指導力がない」「生徒同士の人
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間関係」、「勉強する時間がない」、「他にや

りたいことができない」については 0.1％

水準、表 15「遊ぶ時間がない」は５％水

準で有意差があった。こうしたことから、

生徒と保護者の間に連関性があることが

わかった。 

表１「運動部活動の楽しさ」について生徒と保護

者の相関 

表 2 「平日及び休日の運動部活動の適正な活動

時間や活動日数」について生徒と保護者の相関 

表３ 運動部活動の目的（楽しむため） 

 

表４ 運動部活動の目的（勝つ喜び） 

表５ 運動部活動の目的（仲間づくり） 

表６ 運動部活動の目的（生活を楽しく豊かに） 

40　　玉川学園・玉川大学健康・スポーツ科学研究紀要 第 21 号



間関係」、「勉強する時間がない」、「他にや

りたいことができない」については 0.1％

水準、表 15「遊ぶ時間がない」は５％水

準で有意差があった。こうしたことから、

生徒と保護者の間に連関性があることが

わかった。 

表１「運動部活動の楽しさ」について生徒と保護

者の相関 

表 2 「平日及び休日の運動部活動の適正な活動

時間や活動日数」について生徒と保護者の相関 

表３ 運動部活動の目的（楽しむため） 

 

表４ 運動部活動の目的（勝つ喜び） 

表５ 運動部活動の目的（仲間づくり） 

表６ 運動部活動の目的（生活を楽しく豊かに） 

表７ 運動部活動の目的（体力や健康維持向上） 

表８ 運動部活動の目的（人間形成のため） 

表９ 運動部活動の悩み（練習時間が長い） 

表 10 運動部活動の悩み（休みが少ない） 

表 11運動部活動の悩み（上手にならない） 

表 12 運動部活動の悩み(指導者の指導力がない) 

 
表 13 運動部活動の悩み(生徒同士の人間関係) 

表 14 運動部活動の悩み(勉強する時間がない) 

いいえ はい

生徒 いいえ 266 52 318

はい 51 18 69

合計 317 70 387

ｘ2＝3.626 df＝1
n.s.

表　部活動の目的(体力や健康の維持向上)クロス集計

保護者
合計
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表 15運動部活動の悩み（遊ぶ時間がない） 

4.  考察 

「生徒にとっての運動部活動」は、本来

自分の興味・関心のあるスポーツの「楽し

み」を求めて行うものである。 

今回の調査において「91.5％の生徒が

楽しい」とほとんどの生徒が運動部活動

を楽しめているようである。また、運動部

活動は、勝つことよりも、スポーツを通じ

た「仲間づくり」を目的として行っている

ようである。このことは、「国の調査」に

おいても、「良いと思う点」として「チー

ムワーク・協調性」に次いで「仲間づくり」

をあげている。また、「運動部活動におけ

る悩み」については、「勉強する時間がな

い 18.6%」が最も多く、「国の調査」にお

いても、「学業との両立」という選択肢で

はあるが、最も多くなっている。 

また、「保護者にとっての運動部活動」

も「ほとんどの子どもたちが運動部活動

を楽しんでいる」と考えており、運動部活

動を行う目的は、「自主性や協調性・責任

感などの人間形成」というように運動部

活動を通じて子どもたちの人間的な成長

を願っている。 

そして、生徒及び保護者における「運動

部活動における悩み」については、「勉強

する時間がない」と言いつつも、同じ質問

の選択肢にある「練習時間が長い」（生徒

5.5％、保護者 3.9％）という不満は多く

なかったことから、この「運動部活動と勉

強」の間には因果関係は、ないように思わ

れる。 

そして、生徒と保護者の親子関係には、

運動部活動を行う上で、すくなからず影

響があると考えていたが、「運動部活動の

楽しさ」、「平日及び休日の運動部活動の

適切な活動時間や活動日数」について、生

徒と保護者の関係を見てみると、相関係

数は、いずれも１％水準で有意差がある

ことから、相関関係があることがわかっ

た。また、「運動部活動を行う目的」と「運

動部活動における悩み」について、生徒と

保護者についてクロス集計を行い、カイ

二乗検定を行ったところ、「運動部活動の

目的や悩み」について、生徒と保護者の間

に連関性があることがわかった。 

なお、今回の調査報告においては、生徒

とその保護者の関係を分析することを目

的としていることから、教員の調査結果

については、報告しないこととした。 
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